
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多摩病院緩和ケア推進事業に伴う改修工事 

 

工事仕様書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校法人 聖マリアンナ医科大学 

- 1 - 



 

第１章 総則 

1. 工事目的 

本工事は、川崎市立多摩病院における緩和ケア推進事業の実施に伴う、３階４病室の間仕

切り新設等の改修工事による緩和ケア対応の積極推進を目的とし、各種居室の作業条件の

調査の上、施工性や工事後の維持管理性を確保し適切な改修工事を行うものである。 

 

2. 工事概要 

（１）工事件名：多摩病院緩和ケア推進事業に伴う改修工事 

（２）履行期間：契約日から 2022 年 3 月 25 日 

（３）場所：川崎市多摩区宿河原 1-30-37 

（４）概要：施工前の現地調査、作業条件の確認、施工図作成、関係機関との協議資料作成、

打合せ、各居室類の撤去・新設工事とする。詳細は、添付の改修工事の設計図に準拠とする。 

建築工事：①3 階 4 床室内に、間仕切り壁の新設及び通常利用する扉及びベットの搬入出用 

      スライディング壁を新設とする。 

     ②3 階ナースステーション内に幼児室からの騒音対策を主目的とし界壁を設け

て、幼児室からの騒音値を昼間(60dB 以下)、夜間(50dB 以下)同等とする。 

     ③3 階多目的室を家族控室として、休憩の十分できる和室化を行う。併せて、隣  

      接するパントリー内のキッチン・洗面を控室対応に撤去・更新を行う。 

電気設備：①3 階 4 床室の間仕切り新設に伴う既存電灯コンセント設備・弱電防災設備類の 

      撤去・新設を行う。 

     ②3 階ナースステーション内の間仕切新設に伴う既存電灯コンセント設備・弱電 

防災設備類の撤去・新設を行う。 

     ③3 階多目的室の改修工事に伴う既存電灯コンセント設備・弱電防災設備類の撤 

去・新設を行う。 

機械設備：①3 階 4 床室の間仕切り新設に伴う既存機器設備類再利用に伴う試験調整を行 

う。 

     ②3 階ナースステーション内の間仕切新設に伴う既存空調機の移設及び防災設

備類の撤去・新設を行う。 

     ③3 階多目的室の改修工事に伴う既存設備類の再利用。隣接するパントリー内の  

      洗面器・キッチンの撤去・更新及び付帯配管類の撤去・新設を行う。 

特記事項) 工事の施工計画に当たっては、必ず[施工計画書]，[施工要領書][施工図]を作成

し事前に監理者の承認を得るものとして、詳細については、設計図の特記仕様書に準拠する

ものとする。 

 

- 2 - 



尚、ナースステーション等の 24 時間稼働するエリアについては、施工前の 1 ケ月前迄に施

工計画の事前説明を実施し作業条件等の詳細打合せの上、施工時は、現場オペレーションを

優先の上、後備保護のための二重の防護を図る計画とする。 

その他、必要に応じて騒音の計測調査等を行い、既設仕様等の遵法性及び妥当性を精査し、

の施工性と機能を検討するものとする。 

 

（５）対象 ：施設の全体概要は下記表のとおり。 

敷地概要 

建物名 川崎市立多摩病院 

建物所在地 神奈川県川崎市多摩区宿河原 1-30-37 

用途地域 第 2 種住居 

地区地域 市街化区域内 

防火指定 準防火地域 

 

3. 基本条件 

本施設は運営中のため、施設の運用に支障がないように工事計画を立案すること。ま 

た、仮設設備も含めて設備の配置場所については、現地状況をよく把握し、適切な場所 

を検討すること。 

4. 費用の負担 

業務の調査等に伴う必要な費用は、本仕様書に明記のないものであっても、原則とし 

て、受注者の負担とする。 
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5. 法令等の遵守 

受注者は、業務の実施に当たり、関連する法令等を遵守しなければならない。 

6. 中立性の保持 

受注者は、中立性を保持するよう努めなければならない。 

7. 秘密の保持 

受注者は、業務の処理上知り得た秘密を他人に漏らしてはならない。作業を通して得 

た成果は、発注者に帰属するものとし、承諾なしに公表、第三者へ提供を行ってはなら 

ない。 

 

8. 公益確保の責務 

受注者は、業務を行うに当たっては公共の安全、環境の保全、その他の公益を害する 

ことのないように努めなければならない。本調査に起因して第三者に損害を与えた場合 

は、受託者の責任において措置するものとする。 

9. 許可申請 

受注者は、調査に必要な関係官公署、その他に対する諸手続きを遅滞なく行なわなけれ 

ばならない。 

10. 提出書類 

受注者は、業務の着手及び完了に当たり、契約約款に定めるもののほか、次の書類を 

提出しなければならない。なお本委託は、電子納品の対象とする。成果品は、別途監督員と

協議の上、決定することとする。 

〇着手時に提出する書類 

（１） 工事着手届   …………………………………… 1 部 

（２） 現場代理人・技術者届     ………………… 1 部 

（３） 技術者経歴書 （資格者証の写し含む）………… 1 部 

（４） 組織表 ……………………………………………… 1 部 

（５） 工事工程表 ………………………………………… 1 部 

〇完成時に提出する書類 

（１） 工事完了届   …………………………………… 1 部 

（２） 請求書 ……………………………………………… １部 

（３） 完成図書（竣工図共） ………………………… １式（1 部） 

（４） 電子データ ………………………………………… １式（CD-R 1 部） 

なお、機器選定時に承認された事項を変更しようとするときは、その都度承認を受けるもの

とする。 
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11. 現場代理人 

（１） 受注者は、相当の経験を有する現場代理人を配置し、秩序正しい業務を行わ 

せ、業務全般にわたり技術的管理を行わなければならない。 

（２） 現場代理人は、以下の①から②に定めるいずれかの資格かつ③の業務経験有す 

る者とし、業務全般にわたり技術的管理を行わなければならない。 

① 一級建築士 

②  一級建築施工管理技師 

③ 本業務の対象設備と同等以上の施工実績を有する者 

（３） 現場代理人は、原則として変更出来ない。ただし、病休、死亡、退職等やむを 

えない理由により変更を行う場合には、同等以上の技術者とするものとし、監 

督員と協議を行うものとする。 

12. 業務計画 

受注者は、業務着手にあたり施工計画書を作成し、業務内容について監督員の承 

諾を得た後に業務に着手するものとする。 

13. 工程管理 

受注者は、工事工程に変更が生じた場合は、速やかに変更工程表を提出し、監督員と協議 

すること。 

14. 成果品の審査 

（１）受注者は業務完了前に、監督員の施工品質の検査、成果品審査を受けること。 

   また、施工状況により中間検査の実施も検討する事。 

（２）成果品の審査において、訂正を指示された箇所は、ただちに訂正すること 

（３）工事完了後において、明らかに受注者の責による業務の瑕疵が発見された場合 

は、受注者はただちに無償で修正等の対応を行わなければならない。 

15. 引渡し 

現場の施工完了後の検査・審査に合格後、本仕様書に指定された完成図書・完成図を提出

図書として一式を納入し、監督検査員の検査をもって、工事の完了とする。 

16. 関係官公庁等との協議 

受注者は、関係官公庁等との協議を必要とするとき、又は協議を受けたときは、誠 

意をもってこれに当たり、この内容を遅滞なく報告しなければならない。 

17. 証明書の交付 

必要な証明書及び申請書の交付は受注の申請によるものとする。 

尚、産業廃棄物等の処理に関する事項は、元請施工業者として、各マニュフェスト類と併 

せて完成図書に添付の事。 
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18. 疑義の解釈 

本仕様書に定める事項について疑義を生じた場合又は本仕様書に定めのない事項に 

ついては、発注者と受注者が協議の上、これを定める。 

 

第２章 工事内容 

1. 現地踏査 

受注は、施工前に現地調査を行い、本仕様書及び設計図と現地との整合性を確認するもの

とする。改修工事の立案等に必要な、居室の機能・現場条件等の周辺状況を把握するものと

する。 

2. 工事計画 

受注者は、本仕様書及び改修設計図の目的・主旨を把握した上で本仕様書に示す工事内容

を確認し、施工の実施方針、施工実施体制、工事工程などについて立案し、事前に施工計画

書を作成する。 

また施工にあたり、必要な施工図を作成し必要に応じて工事定例等にて監督員の承認を得

て施工を行う事とする。尚、既往資料や関係法令、技術基準や指針等、の関係資料を収集・

整理する事で事前に確認を行い、施工条件に反映させるものとする。 

3. 施工条件の確認 

本仕様書及び改修設計図に記載の条件、現地調査の結果等を踏まえた施工条件を確認し、

改修設計図に併せた施工図を作成し整理すること。 

4. 施工 

（１） 施工前提条件 

改修工事するにあたり、配布する既存の竣工図及び改修設計図の内容を確認し仕様、数量

等の妥当性を精査し、間仕切り新設等の部位の下地・仕上等の条件を確認し仮設対応等の作

業条件も含めた検討を行うこと。上記の検討結果を踏まえた、仕上・設備の詳細検討を行う

こととする。なお、既設の図面（建物も含む各種完成図等）・改修設計資料は、契約締結後

に必要な手続きのうえ貸与するものとする。 

（２） 搬入出・配置（仮設）計画 

隣接地等の周辺環境へ配慮した、建設資材の機器搬入計画等を策定すること。 

また、建材・設備の稼働に支障がないように、工事期間中における機器の配置・仮移設の方

法・切換順序等を検討し、仮設図（仮設ステップ図）として取りまとめ、図面または、特記

仕様書に反映さ 

せること。なお、最終的な機器配置については、今後の保守管理面も考慮し決定するこ 

と。 
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（３） 各種計算書 

施工性能・機能の根拠として、必要に応じて以下の計算書、数量表等を提出すること 

・界壁の防音性能に関する計算書 

・各設備の選定根拠に関する計算書 

・配線・配管サイズ計算書 

・機器据付・固定等に関する強度計算書 

・その他、工事発注にあたり、根拠として必要となる各種数量表、計算書 

5. 施工図面作成 

受注者は案内図、機器配置図、撤去図、仮設計画図、設備図等、工事発注、施工に必要な

全ての図面を作成する事とする。 

6. 関係機関との協議資料作成 

関連部署との協議用資料を、必要に応じて作成するものとする。 

7. 数量計算 

4.施工図に記載の内容を踏まえつつ、受注者は、工事ステップ毎の各種設備の数量表を作

成するものとする。 

8. 照査 

（１） 照査の目的 

受注者は工事を施行する上で技術資料等の諸情報を活用し、十分な比較検討を行うこ 

とにより、業務の高い質を確保することに努めるとともに、さらに照査を実施し、設計 

図書に誤りがないよう努めること。 

（２） 照査の体制 

受注者は遺漏なき照査を実施するため、相当な技術経験を有す照査担当者を配置する 

こと。 

（３） 照査事項 

受注者は業務全般にわたり以下の事項について照査しなければならない。なお、照査 

実施の確認のため、チェックリスト（照査担当者氏名、照査項目）を監督員に提示する 

こと。 

・施工条件の確認について 

・施工計画の妥当性について 

・施工計画と設計図書との整合性について 
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9. 報告書作成 

報告書は、本工事に係わるとりまとめの概要書を作成するものとし、その内容は、主 

要な施工図面、計算書、現地踏査結果等とする。なお、施工条件、特に考慮した点、配慮す 

べき事項、設備の選定根拠、経緯等についても記載することする。 

提出については完成図書（委託成成果品）と同様に、紙媒体で 1 部、電子媒体（CD 

－R）として１部納品するものとする。 

10. 打合せ 

工事の実施に当たって、受注者は監督員と密接な連絡を取り、その連絡事項をその都 

度記録し、打ち合わせの際、相互に確認すること。また、業務着手時及び業務の主要な 

区切りにおいて、発注者と受注者は打ち合わせを行うものとし、その結果を議事録として 

記録し、相互に確認すること。 

なお、本工事での打合せ回数は、業務着手時、中間打合せ、成果品納入時の計 6 回とする。

業務着手時および成果品納入時は、現場代理人及び管理技術者が立ち会うものとする。 

11. その他 

（１） 施工基準等 

施工にあたっては、発注者の指定する図書及び本仕様書「第３章 準拠すべき図書」 

に基づき、施工を行う上でその基準となる事項について監督員と協議の上、定めるもの 

とする。 

（２） 施工上の資料 

施工の計算根拠、資料等はすべて明確にし、整理して提出すること。 

（３） 参考資料の貸与 

発注者は、業務に必要な過年度成果の資料を所定の手続きによって貸与する。 

（４） 参考文献等の明記 

業務に文献、その他の資料を引用した場合は、その文献、資料名を明記すること。 

（５） 期限の厳守 

施工にあたっては、監督員の承認を得た工事工程計画により業務にあたるとともに、適宜 

中間報告を行うこと。また、指示を受けた内容については必ず期限内に対応し報告する 

こと。 

（６） 当該工事対応について 

工事にあたっては、積極的な助言、提案を行い、よりよい資料に仕上げること。 

（７） 再委託の承認 

再委託の承認工程について履行すること。 

（８） 施工内容の変更について 

当初の施工内容に変更が生じ、設計変更を必要とする場合には、必ず監督員と 

その内容について事前に協議を行い、承諾を得てから作業に着手すること。 
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第３章 準拠すべき図書 

本工事は、次に揚げる図書等に準拠して行うものとする。これらの図書以外に準拠す 

る場合は、あらかじめ監督員の承諾を受けなければならない。 

 

示方書・指針等 発刊者 

労働安全衛生規則 厚生労働省 

建築基準法 

公共建築工事標準仕様書(建築・電気・機械等) 

日本工業規格（ＪＩＳ） （社）日本工業規格 

電気規格調査会標準規格（ＪＥＣ） （社）電気学会 

日本電気工業会標準規格（ＪＥＭ） （社）日本電気工業界 

電気設備に関する技術基準を定める省令 経済産業省 

内線規定 日本電気協会 

日本水道協会規格（ＪＷＷＡ） （ＪＷＷＡ） 

建築工事標準積算基準書 

（共通編、機械編、電気通信編） 

その他、関係法令及び規則等 
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・「建築物解体工事共通仕様書（平成24年版）」（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）

敷地面積：14,260.73㎡

建築面積：6,826.20　　　　　㎡ （既存　　　　　㎡　＋　今回工事部分　　　　　㎡)

建ぺい率：47.9％

延べ面積：29,164.962 （既存　　　　　㎡　＋　今回工事部分　　　　　㎡)　　　　　㎡

容 積 率：204.51％

構　　造：SRC

階　　数： 地上　6　階　／　地下　2　階　／　塔屋　1　階

地　　業：

最高高さ：30.70m

2．建物概要

3．気象条件 積雪区分： 建告示第1455号　別表（　　）

風　　向：

基準法風速　　　Vo＝　　　m／min

基準法風圧　　 　　　　　Ｎ／㎡

地表面粗度区分　（ ・Ⅰ　・Ⅱ　・Ⅲ　・Ⅳ ）

用途地域：第2種住居

防火地域：準防火地域

建ぺい率：60％

容 積 率：200％

工 　 期：

1．一般事項

項　　目 特　　記　　事　　項

工事実績情報の登録2 ※適用する （1.1.4）

1 適用基準等1

・

・　

・　

電気保安技術者 　工事現場におく電気保安技術者は、電気事業法に基づく電気主任技術者の職務を補佐し、電

気工作物の保安の業務を行うものとする。

　・要　　　・不要

（1.3.3）

施工条件 （1.3.5）

発生材の処理等 （1.3.8）・構外搬出適切処理　・　

材料の品質等

3

4

（1.2.1）

5

6

7

実施工程表 ・概成工期　（　　　　　　　　　　　）

　・資機材置場　　　　　　　　　・図示　・ 

　・建設発生土仮置場　　　　　　・図示　・ 

技能士 （1.5.2）

植栽工事

内装工事

塗装工事

・ボード仕上げ工事作業    ・壁装作業

・プラスチック系床仕上げ工事作業　・カーペット系床仕上げ作業

・造園工事作業

・建築塗装作業

建具工事

屋根及びとい工事

タイル工事

金属工事

左官工事

木工事

鉄筋工事

コンクリート工事

鉄骨工事

防水工事

石工事

・鉄筋組立作業

・型枠工事作業    ・コンクリート圧送工事作業

・コンクリートブロック工事作業   

・石張り作業

・大工工事作業

・鋼製下地工事作業    ・内外装板金作業　

・タイル張り作業

・左官作業

・構造物鉄工作業    ・とび作業

カーテンウォール工事

適用工事種別

・アクリルゴム系塗膜防水工事作業

・アスファルト防水工事作業　・ウレタンゴム系塗膜防水工事作業

技能検定作業

コンクリートブロック

・内外装板金作業    ・スレート工事作業　

・ビル用サッシ工事作業    ・ガラス工事作業

・金属製カーテンウォール工事作業    ・ビル用サッシ施工作業

舗装工事 ・溶融ペイントハンドマーカー工事作業

排水工事 ・建築配管作業

・ガラス工事作業

・自動ドア施工作業

・塩化ビニル系シート防水工事作業　・セメント系防水工事作業

・シーリング防水工事作業

・FRP防水工事作業

・エーエルシーパネル工事作業

・押出成形セメント板工事

仮設工事 ・とび作業

・ALCパネル

・加熱ペイントマシンマーカー工事作業

・改質アスファルトシートトーチ工法防水工事作業

・合成ゴム系シート防水工事作業

（２）備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、同等品を使

を有するものとする。

（1.4.2）

（１）本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び性能

用する場合は監督員の承諾を受ける。

（４）本工事に使用する材料のうち、(５）に指定する材料の製造業者等は、次の①から⑥すべての

（３）標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法と

事項を満たすものとし、この証明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価

する。

されたことを示す書面を提出して監督員の承諾を受ける。ただし、製造業者等名が記載さ

れているものは、証明となる資料等の提出を省略することができる。

①品質及び性能に関する試験データを整備していること。 

⑤製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。 

②生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。 

③安定的な供給が可能であること。 

④法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。 

⑥販売、保守等の営業体制を整えていること。 

（５）製造業者等に関する資料の提出を求める材料 

自動扉機構、自閉式上吊り引戸機構、防水剤、現場発泡断熱材、フリーアクセスフロア、

無収縮グラウト材、乾式保護材、既製調合モルタル、既製調合目地材、錠前類、クローザ類、

移動間仕切、トイレブース、煙突用成形ライニング材、天井点検口、床点検口、グレーチング、

屋上緑化システム、エポキシ樹脂、ポリマーセメントモルタル

8

章

見本施工の実施 （1.5.5）

化学物質の濃度測定 （1.5.9）

　・

　着工前の測定　　　※行わない　　　・行う

　次の施工箇所については見本施工を行う。

　※サイン（監督員が指定した箇所）

9

10

（1.7.2）

（1.7.3）

・ＣＡＤデータ　　※１部

※「工事引継ぎ事務に関する手引き」(まちづくり局施設整備部)及び「特則」に記載されているもの完成時の提出図書11

・原図　　　　　　※Ａ３　１部　　・（　　）部

・竣工図　　　　　※Ａ３　１部　　・（　　）部　

保全に関する資料 ・必要（　　）部　　　・不要

設備工事との取合い

設計ＧＬ

完成写真

・

※100×125以上外部（　　）内部（　　）・カラー

外部（　　）内部（　　）

外部（　　）内部（　　）

※500万画素以上

分類・規格 撮影箇所数 提出部数  原板の大きさ（mm）

外部（　　）内部（　　）・カラー半切木製パネル

※2　・ 

※5　・ 

※2　・ 

※2　・ 

※電子データ ※1　・ 

　撮影業者は、建築完成写真撮影の実績がある者で、監督員が承諾する者とする。

・カラー八切木製パネル

・八つ切り 外観正面　 （※1 ・ 　 ）

原板は撮影業者の保管とする。 12

13

14

15

※L版

○

（１）項目は、番号に　印の付いたものを適用する。

（２）特記事項は、

　　　・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。

（３）特記事項に記載の（     ）内表示番号は、標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

　　　・ 印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

・ 印の付いたものを適用する。

○

○

（４）製造所名は、五十音順とし「株式会社」等の記載は省略する。また（　）内は製品名を示す。

○

○

（２）電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、電気設備工事及び機械設備工事は、それぞれの工事特記仕様書

 を適用する。なお、電気設備工事の特記仕様書は（　 ／　 ）図、機械設備工事の特記仕様書は（　 ／　 ）図による。 

○

（１）図面及び特記仕様に記載されていない事項は、下記の仕様書等のうち、○を付けたものを適用する。

１．共通仕様

２．特記仕様

Ⅱ　　建築工事仕様 （構造関係を除く）

Ⅰ　工事概要

・2L版

設備機器の位置、取合い等の検討できる施工図を提出して、監督員の承諾を受ける。

※図示　　　・ 設計ＧＬ＝現状ＧＬ

監督員事務所1

工事用水

工事用電力3

2

2

仮
設
工
事

（2.3.1）

（2.3.1）

(2.3.1)

　作業着、雨がっぱ、安全靴、ゴム長靴、安全帯、保護帽、懐中電灯

　机、椅子、書棚、白板、掛時計、寒暖計、冷暖房機器、消火器、湯沸器、冷蔵庫、掃除具

　請負者加入の電話機、パソコン、インターネット回線

監督員事務所には次の備品等を設置する。（数量は監督員と協議による。）

構内既存の施設　　※利用できない　　・利用できる（※有償　・無償）

構内既存の施設　　※利用できない　　・利用できる（※有償　・無償）

・設ける（設置場所　※図示　）　　　・設けない

　・作業時間

特 記 仕 様 書

・「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）（平成 28 年版）」（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）（以下、「標仕」という。）

・「建築工事標準詳細図（平成28年版）」（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）（以下、「標準詳細図」という。）　　

・「公共建築工事特則仕様書（平成29年版）」（まちづくり局施設整備部）（以下、「特則」という。）　　

・建築工事監理指針 　(国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修　平成28年版)

・建築工事標準詳細図（国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修　平成28年版）

・工事写真の撮り方（改訂第3版）建築編（国土交通大臣官房官庁営繕部監修）

　・工事用車両の駐車場所　　　　・図示　・ 

工事名称 日付 Ｎｏ.

図面名 縮尺

N.S

川村技術士事務所　株式会社

建築設備士　国土交通大臣登録　第14C1-075MY号　川村　仁

1級建築士　国土交通大臣登録　　第142008号　　佐藤　進一

特記仕様書発注図

多摩病院緩和ケア推進事業に伴う改修工事 2021.9

A-01
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木
工
事

表面仕上げ1

表面仕上げの種別 適用箇所

 ・Ａ種

 ・Ｃ種

 ※Ｂ種

(12.2.1)

・無し（　　　　　　　　　　）

・有り

(加工・天然木加工・塗装加工)

※14%以下 ・　　　

の適用
間伐材等 含水率　　　　　表面の品質

　(mm)
　厚さ    施工箇所

「単板積層材の日本農林規格」以外の造作用単板積層材

・無し（等級：　　　　　　）
・有り（加工　・天然木加工・塗装加工）

・適用しない

・適用する ・　　　

の適用

間伐材等
 防虫処理　　　　　　　表面の化粧加工

　(mm)

　厚さ
    施工箇所

ホルムアルデヒド放散量  ※規制対象外　・ 

「単板積層材の日本農林規格」による造作用単板積層材

4 造作用単板積層材 Ｇ

※規制対象外　・ 

材料
18

・防火材料　※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。 　　　　　　

屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量 　

錆止め塗料塗り (18.3.2、3)

            ・次の箇所を除き防火材料とする。（箇所：　　　　　　　　） 

          木部 不透明塗料塗りの場合

亜鉛めっき鋼面

             種別

モルタル面及びプラスター面

鉄鋼面

　　　　　　　　　下地面等

透明塗りの場合

※A種　・B種

※B種　・A種

※C種　・A種　・B種

※B種　・A種

※B種　・A種

※A種　・B種

※B種　・A種

コンクリート面、ＡＬＣパネル面及び押出成形セメント板面

せっこうボード面及びその他

ボード面

目地：継目処理工法

目地：継目処理工法以外

(18.1.3)

鉄鋼面 見え掛り部分

　　　　　　　　　下地面等

※B種　・A種 

　　 工程の種別 　塗料の種別

亜鉛めっき鋼面

見え隠れ部分

鋼製建具 

鋼製建具以外 

・A種　・B種 

・Ｃ種

塗装 (18.4.1～18.14.2)

・合成樹脂調合ペイント塗り 木部屋外 

　　　　　　　　　　　塗装

※B種　・A種 

　　　　種別 　 塗料の種類

※B種　・A種 

        － 

木部屋内 

鉄鋼面 

亜鉛めっき鋼面 

※1種　・2種

※1種　・2種

 (SOP) 

※A種　・B種 ※1種　・2種

※1種　・2種

・クリヤラッカー塗り(CL) 

・アクリル樹脂系非水分散型塗料塗り(NAD) 

・耐候性塗料塗り(DP)

・つや有合成樹脂エマルショ

  ンペイント塗り(EP-G)

・合成樹脂エマルションペイント塗り(EP) 

・合成樹脂エマルション模様塗料塗り(EP-T) 

※B種　・A種 

※B種　・A種 

        － 鉄鋼面 

亜鉛めっき鋼面 

ｺﾝｸﾘｰﾄ面及び押出成形

        － 

・A種　・B種 ・C種 

        － 

        － 

上塗り等級（ ）級

上塗り等級（ ）級

上塗り等級（ ）級

ｾﾒﾝﾄ板面

ｺﾝｸﾘｰﾄ面等

屋内の鉄鋼面

※B種　・A種 

※B種　・A種 

※B種　・A種 

※B種　・A種 

※B種　・A種 ・ウレタン樹脂ワニス塗り(UC) 

・ラッカーエナメル塗り(LE) 

・オイルステイン塗り(OS) 

※B種　・A種 

        －         － 

        － 

        － 

        － 

        － 

        － 

        － 

・木材保護塗料塗り(WP) ※B種　・A種         － 

素地ごしらえ (18.2.2～7)

※A種　・B種

1

2

3

4

・屋上、屋根面の金属面に塗装する場合の塗料は高日射反射率塗装とする。

塗
装
工
事

※B種　・A種 

・A種　・B種

※A種　・B種

19

内
装
工
事

て少ない材料を使用したものとする。

畳表及び畳床はホルムアルデヒド、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極め            ・ 

下地の種類　・標準仕様書　表12.6.1による床組 　　　　　　

種別　・A種　・B種　・C種　・D種（畳床：・KT-Ⅰ・KT-Ⅱ・KT-Ⅲ・KT-K・KT-N） 畳敷き

            ・ポリスチレンフォーム床下地（ノンフロン    ） 　　　　　　

GB-R 

1.0FK 

GW-B 

RW-B 

 DR 

0.8FK 

 NF 

 HF 

 NW 

 MW 

 HW 

10

記号

JIS

・ 25(ｶﾞﾗｽｸﾛｽ包）　　・ 

・ 25　　・ 

・ グラスウール吸音ﾎﾞｰﾄﾞ号32K

・ ロックウール吸音ﾎﾞｰﾄﾞ1号

・ 15　　・ 20　　・ 25　　・ 中質木毛セメント板

・ 12　  ・ 15　  ・ 18　  ・ 21　 

・  3 0  　

厚さ(mm)、規格等

・ 15　　・ 20　　・ 25　　

・ 15　　・ 20　　・ 25　　

 ・ 6　・ 8  タイプ 2（無石綿）

・ フラットタイプ（・ 9     　・ 12 ・　　）

・ 凹凸タイプ（・ 12   　　・ 15  ・ 19  ・ 　）

(不燃)

(不燃)

・ 硬質木片セメント板

・ 普通木片セメント板

・ 硬質木毛セメント板

・ 普通木毛セメント板

種　　類

(19.7.2、3)(表 19.7.1)せっこうボードその他

のボード張り

・ せっこうボード

・ ロックウール化粧吸音板

・ けい酸カルシウム板

GB-D 

GB-D 

GB-L 

GB-F 

GB-S 

GB-NC 

9.5（準不燃）

                （ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様）

・ 化粧せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

9.5

12.5 （不燃）

・ 12.5 （不燃）　・ 15 （不燃）

　　　　　化粧無（下地張り用） 

 化粧有（トラバーチン模様）

9.5 (不燃) 

模様（・ 柾目　・ 板目） 専用下地材有り

12.5 （不燃）幅 440mm 程度（木目）

・ シージングせっこうボード

・ 不燃積層せっこうボード

・ 化粧せっこうボード

・ 強化せっこうボード

・ せっこうラスボード

・せっこうボード GB-R-H

・ 21(不燃)

・9.5(準不燃) ・ 15 (不燃) 12.5(不燃)     ※

15(不燃)・12.5(不燃)・9.5(準不燃)※

ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
の
工
事
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・建築材料等品質性能表による　　　・　

・不燃

性能

防火

500HZ)

3

2

・

・鋼板

   ｱｸﾘﾙ樹脂焼

・

・鋼板

・0.8

・0.6

（品質・性能及び試験方法）

  ・図示 

    補強する。 　　

  ※取付け全重量の５倍以上の荷重に対して、使用上支障のない耐力及び変形量となるように

ハンガーレールの取付け下地の補強 　

遮音性能は、JIS A 6512に準拠し、中心周波数500Hzの音についての透過損失とする 　

パネル表面仕上げの壁紙張りの品質、性能　標準仕様書19章による 　

・ 

・ハンドル式 

・プッシュ式

・部分電動式 

・電動式 

・手動式 

操作方法 
圧縮装置の 

操作方法

表面仕上材

・ 36以上

・ 36未満

材質
(mm)

総厚さ
(db/500HZ)パネル表面

仕上げ

・ 二方向 移動式 

・ 

・焼付塗装 

・壁紙張り 

遮音性
構造形式

・ 平行方向 移動式 

表面仕上材を壁紙張りとする場合の品質、性能は標準仕様書19章による 

表面仕上材

・ 36

・ 28

・ 20

・ 12

・ 0

(mm)
厚さ材質

(mm)

総厚さ
(db/

パネル

パネル表面
仕上げ

・ スタッド式(露出）

パネル内に取付ける建具 ・あり（※図示　・　　　） ・なし 

(20.2.3)

(20.2.4)

・ 壁紙張り  

構成基材の種類

スタッド

・ ﾒﾗﾐﾝ樹脂

　 焼付又は

遮音性
構造形式

可動間仕切

移動間仕切

・ スタッドパネル式

・ スタッド式(内蔵）

・ パネル式

・600×600  

・450×450 

・建築材料等品質性能表による　　　・　

・建築材料等品質性能表による　　　・　

　アルミニウム製
17

（試験方法）

（品質・性能）

・額縁タイプ 

・目地タイプ 

・額縁タイプ ※

内枠

・屋内用 ・目地タイプ ・

・ ・気密形

・一般形 ・屋内外用 

形式 外枠寸法材種
天井点検口

9

多摩病院緩和ケア推進事業に伴う改修工事設計図

工事場所：川崎市多摩区宿河原１丁目３０番３７号

学 校 法 人 　 聖 マ リ ア ン ナ 医 科 大 学

地域地区：日影規制、市街化区域内



1級建築士　国土交通大臣登録　　第142008号　　佐藤　進一
図面名 縮尺

建築設備士　国土交通大臣登録　第14C1-075MY号　川村　仁 NS

工事名称 日付 Ｎｏ.

川村技術士事務所　株式会社 多摩病院緩和ケア推進事業に伴う改修工事 2021.9

発注図 3階仕上表（4床室・家族控室・パントリー）

A-03

室　　名

４床 室 撤去

新設

撤去

新設

家族控室

パントリー 撤去

新設

床 巾　木 壁 天　井 備　考

ー

ー

ー

床ﾌﾘｸ調整後ｽﾀｲﾛﾀﾀﾐ敷きｱ55

－

木質調巾木H=60

ー ー

既存壁補修・清掃

既設

ー

長尺ゴム床シート 硬質塩ビ巾木h=60 クロス貼 岩綿吸音板ｔ12.0

洗面器、水栓類共

長尺ゴム床シート

撤去

新設

既設 硬質塩ビ巾木h=60 クロス貼 岩綿吸音板ｔ12.0 CH=2500

ナースステーション

長尺ゴム床シート ソフトビニール巾木h=60 クロス貼 岩綿吸音板ｔ12.0 CH=2500

既設 長尺塩ビ床シート ソフトビニール巾木h=60
クロス貼

ビニールクロスPBｔ12.5下地 CH=2500

□ 内部既設・撤去・新設仕上表

柱回り突板練付

（多目的室）

既設

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー 天井点検口新設

天井点検口撤去

ー

ー

ー ー

ー
新設パーテション開口処理部

アルミパーティション

ミニキッチンW1,800標準型

器具発熱・ランプ交換スペース共

IHコンロ、電気温水器20L

ー

ー

ー

ー

ー

ー

スライデングドア新設

CH=2500

学校法人　聖マリアンナ医科大学
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川村技術士事務所　株式会社
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川村技術士事務所　株式会社

A-051級建築士　国土交通大臣登録　　第142008号　　佐藤　進一
図面名 縮尺

建築設備士　国土交通大臣登録　第14C1-075MY号　川村　仁 3階ナースステーション平面図 1/100
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学校法人　聖マリアンナ医科大学 多摩病院緩和ケア推進事業に伴う改修工事

発注図

パーティション・新設
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什器部分加工含
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手洗器撤去
（設備工事）
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ミニキッチンW1,800標準型
設備工事

木質調巾木、既存壁面補修・清掃まで

洗面器撤去、既存キッチン撤去、新設

1級建築士　国土交通大臣登録　　第142008号　　佐藤　進一
図面名 縮尺

建築設備士　国土交通大臣登録　第14C1-075MY号　川村　仁 1/50

工事名称 日付 Ｎｏ.

川村技術士事務所　株式会社 多摩病院緩和ケア推進事業に伴う改修工事 2021.9

発注図 3階　家族控室平面図
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学校法人　聖マリアンナ医科大学





　次の露出配管は塗装を行う。

　　・　屋内（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

備　　考

工　事　種　目

建物別及び屋外

屋　外

－式

工 事 種 別

４．指　定　部　分　　　・無　　　・有　対象部分（　　　　　　　　　　　　　）

　　特　　　　記　　　　事　　　　項　項　　　目

取付高さ 　壁付、壁掛形の機器等の取付高さは、図面に記載のない場合は原則として下表による。

引込開閉器箱（低圧）

分電盤、OA盤、制御盤、実験盤

〃　　〃　（多機能トイレ）

ｺﾝｾﾝﾄ、電話用ｱｳﾄﾚｯﾄ､直列ﾕﾆｯﾄ（一般）

        〃　　       （和室）

        〃　　       （台上）

ブラケット（一般）

避難口誘導灯

廊下通路誘導灯

開閉器箱

 　　〃   （鏡上）

　　 〃　 （踊場）

床上～中心

床上～中心

台上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～下端

床上～上端

1,500

1,500

1,300

1,100

300

150

150

2,100

2,500

150

 (上端1,900以下)

1,000以下

1,500

スイッチ（一般）　

コンセント（車庫） 800

　すべて受注者の負担とする。

他工事又は他工種

との取合い

　工事区分表による。　ただし、これにより難い場合は監督職員と協議する。

名　　　　称 測　　　点 取付高［mm］

　 〃　　

鏡上端～中心

床上～中心

電磁開閉器用押しボタン

接地用端子箱

接地極埋設標

床上～下端

地上～中心

地上、床上～中心

1,300

500

800

600

項　　　目 　　特　　　　記　　　　事　　　　項

　　仕様書

1,500以上

〃

〃

〃

〃

工事用仮設物６

19

20

動力設備

電灯設備

雷保護設備

発電設備

電力貯蔵設備

受変電設備

拡声設備

構内交換設備

映像・音響設備

構内情報通信網設備

情報表示設備

電熱設備

－式

－式

－式

－式

－式

－式

－式

－式

－式

－式

－式

端子盤（EPS・電気室）     床上～中心 1,500

1,500

(天井高)×0.9

1,300

900

1,800

親時計

子時計、スピーカ

アッテネータ

出退表示盤　

呼出ボタン(多機能トイレ)

インターホン

廊下表示灯(多機能トイレ)

表示灯

警報ベル

発信器（出退表示用）　

テレビ機器収容箱

副受信機

火報受信機（複合盤）

発信機

復帰ボタン(多機能トイレ)

（備考）　（天井高）×0.9 及び（天井高）×0.8 は天井高が　2,500～3,000mm の場合に適用する。

床上～操作部

床上～中心

(天井高)×0.9

1,300

2,000

1,800

800～1,500

機器収容箱　　　

連動制御器（自動閉鎖）

ガス漏れ検知器（ＬＰガス）

1,500

1,500

800～1,500

800～1,500

300

(天井高)×0.9

(天井高)×0.8

(天井面)－200      〃　　  （都市ガス）　 天井面～中心

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

給油ボックス 地上～給油口 1,000

外部受付用インターホン子機 標準図による

(壁面取付の場合)

雷保護用接地端子箱

1,300

900床上～中心コンセント（車椅子用）

項　　　目 　　特　　　　記　　　　事　　　　項 項　　　目 　　特　　　　記　　　　事　　　　項

１ 適　用　区　分

環境への配慮２ （１）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に、次の

　　　　①から④を満たすものとする。

　　　　① 合板、木質系フローリング、構造パネル、集成材、単板積層材、MDF、パーティクルボード、その

　　　　　他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗料は、アセ

　　① 建築基準法施行令第20条の7第1項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアルデヒド発散

　　　建築材料以外の材料

　　② 建築基準法施行令第20条の7第4項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

　　③ 建築基準法施行令第20条の7第1項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

　　④ 建築基準法施行令第20条の7第3項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

材料・機材の

品 　質 　等

３

機　　　　　　　　　材　　　　　　　　　等

照明制御装置

可変速運転用インバータ装置

分電盤

制御盤

キュービクル式配電盤

高圧スイッチギア（ＣＷ形）

高圧交流遮断器

高圧進相コンデンサ

高圧限流ヒューズ

高圧負荷開閉器

高圧変圧器（特定機器）

交流無停電電源装置

太陽光発電装置（パワーコンディショナ及び系統連系保護装置）

監視カメラ装置

中央監視制御（監視制御装置）

高圧スイッチギア（ＰＷ形）

製造業者等名

　（１）本工事に使用する材料・機材等は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有するべき

　（２）下表に機材等名が記載された製造業者等は、次の①から⑥すべての事項を満たすものとし、この

　　　　証明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す書面を提出して

　　　　監督職員の承諾を受ける。ただし、製造業者等名が記載されているものは、証明となる資料等の

　　　　提出を省略することができる。

　　　① 品質及び性能に関する試験データを整備していること。

　　　② 生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。

　　　③ 安定的な供給が可能であること。

　　　④ 法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。

　　　⑤ 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

　　　⑥ 販売、保守等の営業体制を整えていること。

　　　　品質及び性能を有するものとする。

足場その他７

　　「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイドラインの別紙１
　　「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における２の（２）手すり据置方式又は（３）
　　 手すり先行専用足場方式により行う。

21 施 工 調 査

電 源 周 波 数４

耐 震 措 置９ 　設備機器の固定は、次によるほか建築設備耐震設計・施工指針　２００５年版

　（国土交通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所監修）による。

　（１）設計用水平地震力

　　　機器の質量[kｇ]に、次に示す設計用標準水平震度を乗じたものとする。
　　　

　　　設計用標準水平震度

設置場所 機器種別
重要機器 重要機器

機　　　　　器

防振支持の機器

水　槽　類 （※１）

中間階

地下・１階

上層階（注１）

屋上及び塔屋

2.0          1.5

2.0          2.0

2.0          1.5

1.5          1.0

1.5          1.5

1.5          1.0

1.0          0.6

 1.0          1.0 

1.5          1.0

1.5          1.0

2.0          1.5

1.5          1.0

1.0          0.6

1.5          1.0

1.0          0.6

1.0          0.6

1.0          0.6

一般機器

0.6          0.4

　　【備　考】（※１）：水槽類にはオイルタンクを含む。

防振支持の機器

水　槽　類 （※１）

防振支持の機器

水　槽　類 （※１）

機　　　　　器

機　　　　　器

一般機器

　　　設計用水平地震力の１／２とし、水平地震力と同時に働くものとする。　

　　　　上層階とは２階～６階建の場合は最上階、７～９階の場合は上層２階、１０～１２階建の場合は

　　　　上層３階、１３階以上の場合は上層４階とする。

　　（２）設計用鉛直地震力

　　　　重要機器は次のものを示す。

天井仕上区分16

５

　（　　）書きの室名は直天井を示し、その他は二重天井を示す。

配管本数・管路等10 　分電盤、制御盤及び端子盤等の２次側以降の配管配線経路、配線太さ、配線本数及び管径等は図面と相違

　しても差し支えない。ただし、相違する場合は監督職員の承諾を受ける。

　また、機械室等の床配線は図面上PF管で記載している場合であっても、立上げ部分等の露出配管部分

　は金属管とし、その場合は全長に亘って接地線を設ける。

金属製電線管の

塗装仕上げ

12

13

照度測定箇所数

　測定数　　　箇所以上非常用の照明装置の

　図面に特記なき場合、コンセント 2P15A（接地極付）は、プラグ不要とする。コンセント14

プレートの材質15

17 インバータ装置の

規約効率

　三相可変速運転用インバータ装置の規約効率は、次の数値以上とする。

0.4

86.0

0.75 1.5 2.2 3.7 5.5 7.5

88.5 92.0 93.0 94.0 94.0 94.5

(1)　規約効率は、JEM-TR 245「汎用インバータの規約効率」により算出した値とする。　　　 
(2)　規約効率は、JIS C 4212「高効率低圧三相かご形誘導電動機」のIP4X、6極、50Hz

87.0 90.5 93.5 94.0 94.5 94.5 95.0

　　 の電動機を駆動したときの値とする。

11 15 18.5 22kW以上

94.5 95.0 95.5 95.5

95.0 95.0 96.0 96.5

電動機出力[kW]

定格電圧　200[V]

備考　

定格電圧　400[V]
規約効率[%]

接地極　18

　 （２）機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合は、機械設備工事及び建築工事はそれぞれの特記仕様書を適用する。

　　　

　　　

　　　

　　　

１．共通仕様　

指定部分工期　　　　年　　　月　　　日

　　　　中間階とは地階、１階を除く各階で上層階に該当しないもの。

はつり工事は、事前に走査式埋設物調査を行い、監督職員に報告を行うこと。

天井高3,000mm以上の場合及び上記取付高さにおいて、機器の使用に支障が生じる場合は監督員と

協議する。

２．特記仕様　

　　（３）「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」に基づく特定調達品目

22 仮設備工事

１．工事場所

２．工　　期

３．建物概要

電気設備

３．工 事 種 目（●印のついたものを適用する）

○

○

○

○

○

○

○

○

　（１）図面及び本特記仕様書に記載されてない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部及び川崎市等が制定の

　　下記仕様書等のうち、●印の付いたものを適用する。

　　項目及び特記事項は、●印の付いたものを適用する。

　　　○　照明制御システム

○

○

○

○

○

○

○

○

○

　○　別契約の関係受注者が定置したものは、無償で使用できる。

　○  本工事で設置する。

　　○　内部足場　（○　　　種　○　　　種）　　

　　　　　○　外部足場等（○　　　種　○　　　種）　

　　　○　交換機　○　自動火災報知受信機　○　中央監視制御装置　　　　　　　　　　　　　

　　調査範囲（　○　図示　　　　　　○　　　　　　　　　　　）

　　調査方法（　○　図示　　　　　　○　　　　　　　　　　　）

　仮　電　源（○　受変電　　○　　　　　○　　　　）

防犯・入退室管理設備

火災報知設備

テレビ共同受信設備

中央監視制御設備

監視カメラ設備

駐車場管制設備

テレビ電波障害防除設備

構内通信線路

構内配電線路

－式

－式

－式

－式

－式

－式

－式

－式

－式

－式

○

○

○

○

○

○

○

○

誘導支援設備 －式○

ナースコール設備

　　　　　ドアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材料を使用する。

　　　　② 接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用する。

　　　　③ 接着剤は、可塑性（フタル酸ジーｎ－プチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシル等を含有しない

　　　　　難揮発性の可塑剤を除く）が添付されていない材料を使用する。

　　　　④ ①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアルデヒド、アセ

　　　　　ドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したものとする。

照明器具

建設発生土の処理８ 埋戻し後の建設発生土は、

　○　監督職員が指示する構内の場所に敷きならしとする。

　○　場外搬出とする。

導入線

を差込むものとする。

11

　接地極の材料は下記による。なお、接地棒ＥＢ(14φ)の長さは 1,500mm 以上とする。

ただし、この規格により難い場合は監督職員と協議する。

Ａ 種 接 地

Ａ 種 接 地
〔引き込み用〕

Ｂ 種 接 地

Ｄ 種 接 地○

接地の種類

Ｄ 種 接 地
〔ＥＬＢ用〕

Ｄ 種 接 地
〔測定用〕

○

○

○

○

○ Ｃ 種 接 地

○

接地埋設標、地中線埋設標－３本、ＥＢ（14φ）－２本

規　　　　　格

接地埋設標、地中線埋設標－３本、ＥＢ（14φ）－２本

接地埋設標、地中線埋設標－３本、ＥＢ（14φ）－２本

接地銅板　900×900×1.5t

接地銅板　900×900×1.5t

ＥＢ（14φ）－１本、地中線埋設標－１本

ＥＢ（14φ）－１本、地中線埋設標－１本

ＥＢ（14φ）－２本、地中線埋設標－２本

接地埋設標、地中線埋設標－１本

接地銅板　900×900×1.5t

接地銅板　900×900×1.5t

接地埋設標、接地用端子箱、地中線埋設標－３本、ＥＢ（14φ）－２本
避雷接地工事
〔接地用端子箱含む〕

　　（２）｢ホルムアルデヒドの放散量｣の「規制対象外」とは次の①又は②に該当する材料を指し、

　　同区分「第三種」とは次の③又は④に該当する材料を指す。

　　.工事仕様

　　.工事概要

　　　

本特記仕様書は標準仕様書・改修標準仕様書・特則仕様書・標準図を補足するものとする

接地銅板　600×600×1.5t

23 あと施工アンカー 　　既存躯体に穿孔する場合は金属探知等により電源供給を停止できる付属装置等を使用する。

24 　　改修した設備について、必要がある場合は既存設備との総合調整試験を行うこと

25 再使用する機器類 　　撤去後再使用する機器類は清掃し、絶縁抵抗測定等、必要な試験をすること

各種資格 　各種法令を遵守し、有資格者を配置すること。

総合調整等
　　必要に応じ、改修前の機器類の動作試験等をすること

　長さ１ｍ以上の入線しない配管には、電線太さ 1.6mm 以上のEM-IE線を挿入する。

　長さ１ｍ以上の入線しない地中配管には、電線太さ 2.0mm 以上のEM-IE線を挿入し、管端口には、防水栓等

構　造建　物　名　称 階　　　　数 延 べ 面 積
（㎡）

建築基準法による 消防法施行令

別 表 第 一

作業エリア

　●　５０Ｈｚ　　○　６０Ｈｚ

　　事前調査（　●　本工事　　　　　○　別途　　　　　　　　）

○

●

●

●

●

　フラッシュプレート　　　●　金属製　　　○　樹脂製

○

○

○

改修工事設計図

　構内につくることが　　●できる　　○できない

　　調査項目（　●　既存資料調査　　○　　　　　　　　　　　）

●

　・　「公共建築工事特則仕様書(電気設備工事編)(令和3年版)」(まちづくり局施設整備部)　

　・　「公共建築工事標準仕様書(電気設備工事編)(平成31年版)」(国土交通省大臣官房官庁営繕部監修) (以下「標準仕様書」という。)

　・　「公共建築改修工事標準仕様書(電気設備工事編)(平成31年版)」(国土交通省大臣官房官庁営繕部監修)（以下「改修標準仕様書」という。）
　　　　・　「公共建築工事標準図(電気設備工事編)(平成31年版)」(国土交通省大臣官房官庁営繕部監修)  (以下「標準図」という。)

工事名称 日付 Ｎｏ.

図面名 縮尺

N.S

川村技術士事務所　株式会社

建築設備士　国土交通大臣登録　第14C1-075MY号　川村　仁

1級建築士　国土交通大臣登録　　第142008号　　佐藤　進一 E-02

特記仕様書

　　・　屋外（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

○

　　　○　変圧器

●　特定の施設 ○　一般の施設

　　　○　配電盤　○　発電装置(防災用）　●　直流電源装置　　○　交流無停電電源装置　

　・　「営繕工事写真撮影要領(平成28年度版)による工事写真撮影ガイドブック(平成30年版)」(国土交通省大臣官房官庁営繕部監修)

○

○

○

○

○

　 　　　　 （○　発電　　　○　　　　　○　　　　）

　仮設備期間（○　図示　　　○　　　　　○　　　　）

多摩病院緩和ケア推進事業に伴う

施設名：多摩病院 住所：川崎市多摩区宿川原1-30-37

地番：川崎市多摩区宿川原一丁目30番地37号

多摩病院 鉄骨・鉄筋コンクリート造 地上６階建（地下３階　　　　塔屋　１階）

・３階

○

○

●

●

○

多摩病院緩和ケア推進事業に伴う改修工事 2021.9

6項35,620.15㎡

発注図

学校法人　聖マリアンナ医科大学
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工事名称 日付 Ｎｏ.

図面名 縮尺

川村技術士事務所　株式会社

建築設備士　国土交通大臣登録　第14C1-075MY号　川村　仁

1級建築士　国土交通大臣登録　　第142008号　　佐藤　進一

多摩病院緩和ケア推進事業に伴う改修工事 2021.9

配置図

E-03

A3;1/800
A1;1/400発注図

学校法人　聖マリアンナ医科大学



・区画貫通部分（　　　 ）

防火区画貫通部は建築基準法

の施工方法は下記とする。

施工令１１２条１５項及び

記号 名　称 適　用 記号 名　称 適　用 記号 名　称 適　用

WP

弱電設備機器

L

一部既設を示す

天井いんぺい配管配線

天 井 ふ と こ ろ 配 線

床いんぺい配管配線

露 出 配 管 配 線

地 中 埋 設 配 管 配 線

空 配 管 呼び鉄線挿入

立 上 げ ・ 立 下 げ

プルボックス

プルボックス 防水型

ジョイントボックス

レースウェイ ＤＰ-１・ＤＰ-２　同等品

盤

電 灯 分 電 盤

電 灯 動 力 分 電 盤

動 力 制 御 盤

警 報 盤

電 力 量 計

Ｐ ポ ン プ

ＬＦ 電 極 棒

ＦＳ フ ロ － ト ス イ ッ チ

傍記は極数

傍記は極数

換 気 扇

手 元 開 閉 器

天井扇

遠 方 ス イ ッ チ

コ ン ト ロ － ラ

Ｓ

Ｒ 空調機リモコン

自 動 点 滅 器

機器

照明器具

一 般 用 照 明

一 般 用 照 明

は、非常照明 は、壁付照明

は、非常照明

誘 導 灯

誘導灯兼用非常照明

ダウンライト

露出形引掛けシ－リング

２ コ ン セ ン ト ２口埋込

３ コ ン セ ン ト ３口埋込

ＥＴ コ ン セ ン ト １口接地端子付

２ＥＴ コ ン セ ン ト ２口接地端子付

３ＥＴ コ ン セ ン ト ３口接地端子付

ＥＴ
ＷＰ

防 水 型 コ ン セ ン ト 防滴カバー、接地端子付

２Ｅ 天 井 付 コ ン セ ン ト 抜止め2口ｱ-ｽ付

ＥＴ 露 出 型 コ ン セ ン ト

２ＥＴ
露 出 型 コ ン セ ン ト

コ ン セ ン ト

１口接地端子付

２口接地端子付

２００Ｖ　２０Ａ

ス イ ッ チ

調 光 ス イ ッ チ

パイロットスイッチ 換気扇用

ホ タ ル ス イ ッ チ

３路・４路スイッチ

人感センサー付スイッチ 親機　切替機能付

人感センサー付スイッチ 子機　切替機能付

Ｈ

３ ４

Ｓ

Ｓ

24 ２４ｈスイッチ ロスナイ・換気扇用（設備支給品）

配線・配管 コンセント・スイッチ

電話・テレビ共聴

ＭＤＦ 主 端 子 盤

端 子 盤

木板付対数を併記する

木板付対数を併記する

ＴＥＬ/ＬＡＮ/ＴＶ ３連プレート TEL/LAN/TV ﾌﾞﾗﾝｸﾁｯﾌﾟ

ＬＡＮ ２連プレート LAN ﾌﾞﾗﾝｸﾁｯﾌﾟ

分 岐 器 １分岐，２分岐

分 配 器 ２分配，４分配

増 幅 器

分 波 器 ・ 混 合 器

配線条数

EM-EEF1.6-2C 保護配管 (PF16)

EM-EEF1.6-3C 保護配管 (PF22)

EM-EEF1.6-2C x 2 保護配管 (PF22)

EM-EEF1.6-2C + 3C 保護配管 (PF22)

EM-EEF1.6-3C x 2 保護配管 (PF22)

接地線1.6（緑線）を示す。

EM-EEF1.6-2C 保護配管 (E19)

EM-EEF1.6-3C 保護配管 (E25)

EM-EEF1.6-2C x 2 保護配管 (E25)

EM-EEF1.6-2C + 3C 保護配管 (E25)

VVF1.6-3C x 2 保護配管 (E25)

接地線1.6（緑線）を示す。

工事種別及び特記事項

外壁貫通部処理 撤去・復旧 ※１

※２

その他

特記事項

WHM

１２９条２ー５第１項第７号及び告示１４２２号による。

（管口は耐火パテ処理） 床：認定番号 PS060 FL-0808　★1 壁：認定番号 PS060 WL-0514　★2

AC エアコンコンセント 1口　露出型　ET付

区画貫通処理

点検口 450角

＜その他　共通＞

放送設備　スピーカ

放送設備　アッテネータ

防災

煙感知器(埋込型)

工事名称 日付 Ｎｏ.

川村技術士事務所　株式会社

1級建築士　国土交通大臣登録　　第142008号　　佐藤　進一
図面名 縮尺

建築設備士　国土交通大臣登録　第14C1-075MY号　川村　仁

2021.9

発注図
E-04

多摩病院緩和ケア推進事業に伴う改修工事

凡例 NS

＜電灯設備＞

・間仕切り増設に伴う既存照明器具の撤去、新設。

・スイッチは、原則既存再利用とし、新設器具分はローカル設置とする。

・既存配線撤去、新設に伴う配線接続部は、照明器具本体にて実施とする。

・既存、壁面に設置の埋込コンセント回路は、ブランクプレート取付とする。

＜放送設備＞

・既存スピーカの撤去、新設を行う。

・アッテネータは、既存再利用とする。

・既存警報配線は、警戒区域ごとに原則、既存再利用として新設機器分のみ新設とする。

＜自動火災報知設備＞

・既存、感知区域に併せて、間仕切り増設分、新設とする。

・新設機器類の渡り配線類は、新設とする。その他、配線類既存再利用とする。

・諸官庁事前協議及び変更申請等、全て本工事とする。

学校法人　聖マリアンナ医科大学



工事名称 日付 Ｎｏ.

川村技術士事務所　株式会社

1級建築士　国土交通大臣登録　　第142008号　　佐藤　進一
図面名 縮尺

建築設備士　国土交通大臣登録　第14C1-075MY号　川村　仁 1/50

光庭
光庭

ＰＳ

  ＤＳ

光庭

3階　4床室平面図

2021.9

発注図

多摩病院緩和ケア推進事業に伴う改修工事

6 7

F

G

撤去 撤去

撤去 撤去

自火報
既存、系統迄

既存、系統迄
非常放送

４

電灯
既存、電灯盤迄

撤去 埋込カバー付×２台

埋込ダウンライト×４台新設

電灯コンセント設備

新設 間仕切り新設に伴う柱コンセント

ブランクプレート取付×２ヶ所

撤去

新設

放送設備

埋込スピーカ×２台

埋込スピーカ×６台

再利用 壁埋込アッテネータ×２台

自動火災報知設備

新設 煙感知器埋込型×４台

ＧＲ型受信機系統

E-05

学校法人　聖マリアンナ医科大学



1床(A)

US

暗室

眼科

ニッチ

リネンリネン

光庭
処置室（１）

廊下（2）

EL
NO.6 NO.7

EL

EL
NO.5

器材

処置室（２）

便所
（スタッフ用）

汚物ＰＳ

EL
NO.4 配膳

ニッチ

面談ＰＳ

Ｐ
Ｓ

光庭

光庭

４床室

沐浴室

前室

４床室

分散便所

前室

分散便所

前室
４床室

US US

便所
仮眠（1）
ナース

車椅子用

重症（１床）
重症（感染対応）

（１床）

前室

仮眠（2）

ＰＳ

ナース

汚物

UB
脱衣

US

1床(A) 1床(A)

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
通
路
 
 
 

バ
ル
コ
ニ
　
　

バルコニー

扉撤去

ナースステーション

1300

850

7000

6 7

7000

8

10500

9

補助散水栓 ＥＰＳ

既存、系統迄
非常放送

既存

新設

既存

新設

自火報

既存、系統迄

1級建築士　国土交通大臣登録　　第142008号　　佐藤　進一
図面名 縮尺

建築設備士　国土交通大臣登録　第14C1-075MY号　川村　仁 3階ナースステーション平面図 1/100

工事名称 日付 Ｎｏ.

川村技術士事務所　株式会社

G1

RG1

R

G1

R

※１

※１

※１

※１
※１

多摩病院緩和ケア推進事業に伴う改修工事 2021.9

電灯コンセント設備 放送設備 自動火災報知設備

新設

ＧＲ型受信機系統

新設 新設 埋込スピーカ×１台 煙感知器埋込型×１台

１

２

３

情報コンセント×６ヶ所

既存、電灯盤×３系統

※１ 新設パーテション開口処理部

器具発熱・ランプ交換スペース共

E-06

発注図

学校法人　聖マリアンナ医科大学



1級建築士　国土交通大臣登録　　第142008号　　佐藤　進一
図面名 縮尺

建築設備士　国土交通大臣登録　第14C1-075MY号　川村　仁 1/100

工事名称 日付 Ｎｏ.

川村技術士事務所　株式会社 多摩病院緩和ケア推進事業に伴う改修工事 2021.9

電灯コンセント設備 放送設備 自動火災報知設備

ＧＲ型受信機系統

新設

発注図

25

PS

DS

TEL

TEL

多目的室

パントリー

便所

廊下（1）

３Ｌ

1Ｌ

C7

R

R
C6

R
C5

ﾌﾞﾗﾝｸﾌﾟﾚｰﾄ

ﾌﾞﾗﾝｸﾌﾟﾚｰﾄ

既存

既存

既存

手元スイッチ１Ｐ×１×２ヶ所 再利用 埋込スピーカ×２台 再利用 煙感知器埋込型×２台

3階　家族控室平面図

E-07

IHｺﾝﾛ

既存

情報コンセント

ET付 ET付

情報コンセント×１ヶ所

１

２

ET付

３

２

水回りコンセントＥＴ付×３ヶ所

電気ケトル用1φ100V

IHクッキングヒーター用1φ200V洗面撤去(建築工事)

施錠閉鎖

学校法人　聖マリアンナ医科大学





排煙風量の検査方法に準ずる。

　○有　　○無

建物別及び屋外

１．工事場所

別 表 第 一

消防法施行令

工　事　種　目

Ⅰ．工事概要

仕様書

建 物 名 称 構　造 階　数 備　考

（備考中の特定の施設，一般の施設とは耐震安全性の分類を示す。）

Ⅱ．工事仕様

１．共通仕様

建築基準法による

延べ面積（㎡）

一
般
共
通
事
項

　　すものとし、この証明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価され

　　べき品質及び性能を有するものとする。

（１）本工事に使用する材料・機材等は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有す

品質等

材料・機材の

　　　断熱材、塗料、仕上塗材は、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散

　　　ィクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、

　　①合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーテ

建設省告示第1455号における区域　別表（　　　）

風圧力○

積雪荷重

地表面粗度区分（○ Ⅰ　○ Ⅱ　○ Ⅲ　○ Ⅳ）

風速（Vo=　　　m/s）

●

　　と共に、次の①から④を満たすものとする。

（１）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有する環境への配慮●

○

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。適用区分

●

○

　　たことを示す書面を提出して監督職員の承諾を受ける。ただし、製造業者等名が記載

　　されているものは、証明となる資料等の提出を省略することができる。

　①品質及び性能に関する試験データを整備していること。

　②生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。

　③安定的な供給が可能であること。

　④法令等で定めで許可、認可、認定又は免許を取得していること。

　⑤製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

　⑥販売、保守等の営業体制を整えていること。

（２）別表－１に機材等名が記載された製造業者等は、次の①から⑥すべての事項を満た

章 項　　　目 特　記　事　項

２．特記仕様

　　　章、項目及び特記事項は、●印の付いたものを適用する。

　　　なお、電気設備工事の特記仕様書は（　／　）図、建築工事の特記仕様書は（　／　）図による。
（２）電気設備工事及び建築工事を本工事に含む場合は、電気設備工事及び建築工事はそれぞれの特記仕様書を適用する。

○

●

○

●

●

●

●

３．建物概要

４．工事種目（●印の付いたものを適用する）

２．工　　期

　　　下記仕様書等のうち、●印の付いたものを適用する。
（１）図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部及び川崎市等が制定の

機械設備

　　　が極めて少ない材料を使用する。

　　　を使用したものとする。

　　　デヒド、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料

　　④①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアル

　　　含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

　　③接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ-ｎ-ブチル及びフタル酸ジ-２-エチルヘキシル等を

　　　を使用する。

　　②接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料

（２）「ホルムアルデヒドの放散量」の「規制対象外」とは次の①又は②に該当する材料

　　を指し、同区分「第三種」とは次の③又は④に該当する材料を指す。

    ④建築基準法施行令第２０条の７第３項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

　　③建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

　　②建築基準法施行令第２０条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

　　　ルデヒド発散建築材料以外の材料

　　①建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムア

「工事写真の撮り方　建築設備編」(国土交通省大臣官房官庁営繕部監修)

住所：川崎市高津区末長１丁目３番６号

地番：川崎市高津区末長１丁目３番６号

５．指定部分　　● 無　　○ 有（指定範囲：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（指定部分工期：　平成　　年　　月　　日）

○　場外搬出とする。

「給水装置設計施行指針」(川崎市上下水道局)

「排水設備必携」(川崎市上下水道局)

○　別途工事（建築工事）

上 層 階

屋上及び

塔屋

中間階

地階・１階

2.0 1.5

1.5 1.0

0.61.0

1.5

1.5

1.0

0.6

1.0

1.0

0.6

0.6

0.4

0.6

0.6

1.0

機器種別

機　　　器

水　槽　類

2.0

2.0

1.5

1.5

1.5

1.0 1.0 1.0

2.0 2.0

1.51.5

1.51.5

1.01.0

1.01.0

機　　　器

水　槽　類

機　　　器

水　槽　類

設置場所
一般機器 重要機器○ 一般機器

防振支持の機器

防振支持の機器

防振支持の機器

重要機器

○

１．災害応急対策活動に必要な施設

３．人命及び物品の安全性確保が特に必要な施設（文化施設、市民館等、学校校舎、社会福祉施設等）
２．避難所と位置付けられた施設（体育館等）

（市役所、区役所等、病院、消防署等）

「重要機器」とは、以下の機器をいう。

「特定の施設」とは、以下の施設をいう。

　　・上層階とは2～6階建の場合は最上階、7～9階建の場合は上層2階、10～12階建の

　　　場合は上層3階、13階建以上の場合は上層4階とする。

　　・中間階とは地階、1階を除く各階で上層階に該当しないもの

●

●

●

●

●

耐震措置

容量等の表示

電源

電動機

工事用仮設物

足場その他

建設発生土の処理

埋戻し土・盛土

運転操作説明板

機材の承諾図

総合調整

●

○

○

●

●

●

○ ○ 配管（配管工事）　　　　○ 建築板金（ダクト製作及び取付け）
○ 熱絶縁施工（保温工事）　○ 冷凍空気調和機器施工（冷凍空調機器の据付）

構内につくることが　● できる　○ できない

○ 別契約の関係受注者が定置したものは無償で使用できる。
● 本工事で設置する。
　 「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイ
　 ドラインの別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における２
　 の(2)手すり据置方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

　 ● 外部足場（●枠組み足場　○単管足場　○高所作業車）

埋戻し後の建設発生土は、 ●　監督職員が指示する構内の場所に敷きならしとする。

○ 根切り土の中の良質土　○ 山砂の類

系統図、機器等の取り扱い方及び重要な定期点検項目を記載したアクリル樹脂製の板を機
械室に設ける。説明板の大きさは、監督員の指示によるとする。

機械設備工事機材承諾図様式集（平成25年版）によるほか、監督職員の指示による。

● 本工事（各設備工事欄を参照）

換気扇、圧力扇及び標準仕様書に記載なく特記のないものの電動機の保護規格は、製造者
規格による標準品としてよい。

周波数　● ５０Ｈｚ　○ ６０Ｈｚ　　電圧　●100V　　●200V　　○400V

（１）機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。
（２）電動機出力、燃料消費量、圧力損失等は、原則として表示された数値以下とする。

設備機器の固定は次によるほか、建築設備耐震設計・施工指針2014年版（国土交通省国土
技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所監修）による。
（１）設計用水平地震力は、機器の質量（自由表面を有する水槽その他の貯槽にあっては
　　　有効質量）に、地域係数1.0及び次に示す設計用標準水平震度を乗じたものとする。
　　設計用標準水平震度（局部震度法による）

 イ．災害応急対策活動に必要な施設等において、施設目的に応じた活動を防止するために必要な設備機器
 ロ．危険物を貯蔵又は使用する施設において、危険物による被害を防止するための設備機器
 ハ．避難、消火等の障害物の二次災害を引き起こすおそれのある設備機器
 二．火災、水害、避難の障害等の二次災害を引き起こすおそれのある設備機器
 ホ．その他これらに類する機器

地中埋設標等

　 ● 内部足場（○移動式室内足場（ﾛｰﾘﾝｸﾞﾀﾜｰ）○可搬式作業台（可搬式足場）○高所作業車　●内部仕上げ足場）

外　　気

温度(DB)

夏期

湿度(RH)

冬期 ２２℃

２６℃

温度(DB)

一 般 系 統

屋　　内

温度(DB)湿度(RH)

５０％

４０％ ℃

℃

湿度(RH)

％

％ ℃

℃

温度(DB) 湿度(RH)

％

％

調整項目（測定箇所等は監督職員の指示による。）

○ 高圧１ダクトの適用範囲は図示による｡

○ 低圧ダクト（○ コーナーボルト工法（長辺の長さが１５００ｍｍ以下の部分）
　 ○ アングルフランジ工法）とする。

○ ステンレスダクト及び塩化ビニルダクトの仕様及び適用範囲は図示による。

取り付け箇所は図示による。

ダクト

鋼板製煙道

設計用温湿度●

○

○

○

○

●

風量測定口

チャンバー

ダンパー

配管材料

（１）内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。
（２）空気調和機に取り付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー及び風道系で消音
　　　内貼りしたチャンバーには点検口を設け、大きさは図示による。
（３）外壁ガラリに直接取り付けるチャンバー類は雨水の滞留のないように施工する｡

（１）防煙ダンパー　　　復帰方式（○ 遠隔　○　　　　　）
（２）ピストンダンパー　復帰方式（○ 遠隔　○　　　　　）

（２）冷却水管　　　　　　○　　SGP-白
（１）冷温水管　　　　　　○　　SGP-白

（６）高温水管　　　　　　○ 
（７）膨張管、空気抜き管　●　硬質ポリ塩化ビニル管(VP)
　　　ドレン管及び膨張タンク
　　　よりボイラ等への補給水管

○ 弁　類 ＪＩＳ又はＪＶ（○ ５Ｋ　○ １０Ｋ（図示部分））
６５Ａ以上の冷温水・冷却水用弁装置の仕切弁はバタフライ弁とする。
○ 鋼管用伸縮管継手の種類は図示による。
○ ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。

　

○ 還りダクト（ＲＡダクト）（保温範囲は、○ 図示による　○　　　　　　　　）
○ 外気取入れダクト（ＯＡダクト）（保温範囲は、○ 図示による　○　　　　　　　）
○ 膨張タンクよりボイラ等への補給水管の保温は、標準仕様書第２編３.１.４の温水管
　 の項による。
○ 建物内の空気抜き管の保温は、標準仕様書第２編３.１.４の温水管の項による。
○ 空気調和機及びファンコイルユニットの排水管の保温は、標準仕様書第２編３.１.５
　 の排水管の項による。
● 冷媒管の外装の種別は（○ 図示による　●ステンレス鋼板（ルームエアコンはスリムダクト）　）

保温及び消音
内貼り

●

換
気
設
備

ダクト
　 ○ アングルフランジ工法）とする。
○ 高圧１ダクトの適用範囲は図示による。
○ ステンレスダクト及び塩化ビニルダクトの仕様及び適用範囲は図示による。
○ 厨房系統の長方形排気ダクトの板厚は、標準仕様書より１ランク厚いものを使用する。

取り付け箇所は図示による。

空気調和設備の当該項目による。

浴室（シャワー室、脱衣室を含む。）系統

風量測定口

ダンパー

排気ダクトのシール

空気調和設備の当該項目による。

○ 全熱交換ユニット用の外気取入れダクト
　（○ 保温範囲及び仕様は図示による　○　　　　　　）
○ 全熱交換ユニット用の排気用ダクト
　（○ 保温範囲及び仕様は図示による　○　　　　　　　）
○（○ 厨房　○ 湯沸室　　　　 　）用の隠ぺい部ダクト（仕様はｈ・(イ)・Ⅸ）とし
　 範囲は図示による。

チャンバー

保　温

保温付ダクト

○

○

○

○

○

○ ○ 範囲は図示による。

○ 総合調整 ○ 風量の調整　○ 風量の測定　○ 

○

○

○

○

○

排
煙
設
備

ダクト

排煙口の形式

（開放及び復帰方式）
排煙口手動開放装置

排煙風量測定

○ 亜鉛鉄板　○ 

○ 図示による。

○ ワイヤー式　○ 電気式（遠隔操作　○ 不要　○ 要）

自
動
制
御

システム構成

その他

電気計装用機材

・
計
装
設
備

〇

○

〇

○

○

○

○

衛生器具付属水栓

大便器

和風大便器耐火カバー

洗面器

衛
生
器
具
設
備

水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする。

○ 設ける（ピット内は除く。）　○ 設けない

手洗器は止水栓付とする。

○

給
水
設
備

給水引込み工事

給水分水止め工事

水道局負担金

○ 親メーター（川崎市上下水道局貸与品）（○ 直読式　○ パルス式）
○ 子メーター（買い取り）（○ 直読式　○ パルス式）

○ 水道事業者指定品　○ 標準図ＭＣ形

量水器

量水器桝

○

○

○

○

○

水　栓○

○ 弁　類 ＪＩＳ又はＪＶ　○ 水道直結部分（○ １０Ｋ　○　　　　　　）　
　　　　　　　  ○ その他の部分（○ ５Ｋ　　○　　　　　　）
○ 逆止弁の衝撃吸収式はライニング不要とする。
○ ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。

○ 配管材料 （１）給水引込管（直結部分）は、水道事業者の指定による（○　　　　　　　）
（２）地中埋設配管　　　　　　　　○
（３）その他の一般配管（上水）　　○

○ 保　温
　 厚さは配管の呼び径２５以下のものは５０ｍｍ、呼び径３２以上のものは４０ｍｍとする。
○ 屋内露出（○ 　　　　○　　　　）の保温外装は（○ アルミガラスクロス　○　　　　　　　）とする。

配管材料 （１）屋内消火栓　一般 ○
　　　　　　　　　地中 ○
（２）連結送水管　一般 ○
　　　　　　　　　地中 ○

（４）連結採水管       ○

標準図（建築物導入部の変位吸収配管要領）の ○（ａ）　○（ｂ）　○（ｃ）による。

保　温

建物導入部配管

○

○

消
火
設
備

排
水
設
備

配管材料 （１）屋　内　　汚水管　　　○　　　　　　　　　　　　○

                通気管　　　○
                ポンプアップ排水管　○
（２）屋　外　　第一桝まで  ○
　　　　　　　　　　　　　　○
　　　　　　　　桝間　　　  ○
　　　　　　　　　　　　　　○

洗面器等の排水管 洗面器に直結する排水管は、器具トラップより１サイズアップとする。

取り付け箇所は図示による。

○ 要（○ 別途工事　○ 本工事）　○ 不要

満水試験継手

放流納付金等

○

○

○

給
湯
設
備

○ ＪＩＳ又はＪＶ（○ ５Ｋ　○ １０Ｋ（図示部分））
○ ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。

弁　類

配管材料

○

○

●

○

絶縁継手

保　温

塗　装

電線類

天井仕上区分

（１）地中埋設標　○ 要（○図示による　○監督員の指示による）　○ 不要
（２）埋設表示用テープ　○ 要（排水管を除く埋設配管上）　○ 不要

取付け箇所及び仕様は　○図示による。　○ 監督員の指示による

● 本工事（各設備工事欄を参照）

下記の機器及び部材は、塗装を行う。
○ 屋外露出（ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）
○ 屋内露出（ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

（　）書きの室名は直天井を示し、その他は二重天井を示す。

電線及びケーブルの規格は標準仕様書第４編１．５．１表４．１．１１による。

（○ 槽内　●屋外露出）の吊り金物・支持金物類はステンレス鋼製（SUS304）とする。

　調査方法　○ 図示　○
　調査範囲　○ 図示　○

吊り及び支持金物

施工調査

●

○

●

● アンカー
●　既存躯体に穿孔する場合は金属探知により電源供給が停止できる付属装置等を使用する。
○　はつり工事は、事前にＸ線埋設物調査を行い、監督職員に報告を行う。

試　験 （１）各種配管の試験は、新設配管に適用する。
（２）新設配管は、既設配管との接続前に試験を行う。

工事区分表による。ただし、これにより難い場合は監督職員と協議する。
との取合い
他工事又は他工種

●

●

　　　　　　　ガス管　　　●　保温付冷媒用銅管(保温厚20mm)

　　　  　　　還　管　　　○ 

（３）冷媒管　液　管　　　●　保温付冷媒用銅管(保温厚10mm(一部口径8mm))

（４）油管　　　　　　　　○ 
（５）蒸気管　給気管　　　○ 

伸縮継手、掃除口及びばいじん量測定口の位置は図示による。

● 試験･調整

○ 屋外露出（○ 　　　　○　　　　）の保温外装は（○ ステンレス鋼板　　　○　　　　　　　）とする。

● 冷媒管の保温厚さは（液管　10mm　　ｶﾞｽ管　20mm　　　）

図示による。

使用する電線及びケーブルは、原則としてＥＭ電線又はＥＭケーブルとする。
屋外・屋内露出の電線は、図面に特記のない限り金属管配線とする。
天井内隠ぺいの配線は、図面に特記のない限りケーブル配線とする。

○ 台所流し用の水栓は泡沫式とする。
　 水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする。
　 （○ ただし、屋外に設ける水栓は耐寒水栓とする。）

○ 要（　　　㎜）　　　○ 不要

○ 有　　　　○ 無

○ 有　　　　○ 無

○ 節水型FV　　○ 低圧型FV　　○ ロータンク式　　○ ハイタンク式

技能士の適用

○　換　 気　 設　 備
〇  自動制御設備（計装工事）

○　給　 水 　設 　備
○　排　 水 　設 　備
○　給　 湯 　設 　備

○　厨 房 機 器 設 備

○　雨 水 利 用 設 備
●　撤　 去　 工　 事

　　　一式
　　　一式
　　　一式
　　　一式
　　　一式
　　　一式

　　　一式
　　　一式
　　　一式
　　　一式
　　　一式
　　　一式
　　　一式
　　　一式
　　　一式

〇　都市ガス設備 ○　液化石油ガス設備

工　事　種　別

　　 屋　外

　○有　　○無
　○有　　○無

　○有　　○無

　○有　　○無

　○有　　○無

○　校 庭 散 水 設 備
○　ろ 過 設 備 工 事

〇　ガ   ス 　設 　備

６．工事内容

屋外露出配管は標準仕様書第２編３.１.５ e ・（ハ）・Ⅶ による保温を行う。

管の地中埋設深さ 管の上端より原則として、一般敷地は（　　　ｍｍ）構内道路は（　　　ｍｍ）以上とする。○

○ 水栓柱 ○ 合成樹脂製　○ 人造石とぎ出し製

建物導入部配管 標準図（建築物導入部の変位吸収配管要領）の ○（ａ）　○（ｂ）　○（ｃ）による。○

○ 試験・調整
○ 飲料水の水質測定

２

○ 屋外露出部（弁類を含む）は、防凍保温を行う。仕様は標準仕様書第２編３.１.４及び３.１.５とする。

○ 水量調整　　○ 水圧試験（標準仕様書第2編2.9.3（a）による）

システム

機器の機能等

厨房用熱源

○ ドライシステム　○  

図示による。

図示による。

○

○

○

○

〇

〇
○ 液化石油ガス

〇 都市ガス　ガス事業者の供給規定による。
○ 液化石油ガス　（１）一般
　　　　　　　   （２）地中

別途（○５０ｋｇ　○ 　　　　）×　　本

標準図（液化石油ガス容器廻り配管要領）による　　　本組。

標準図（液化石油ガス容器転倒防止施工要領）の（○（ａ）　○（ｂ））による。

ガス種別

配管材料

充てん容器

集合装置

転倒防止等

メーター

漏洩検知装置

ガス漏れ警報器

○ 要　○ 不要

○ 要　○ 不要

○ 本工事（図示による。）　○ 別途工事

○ 子メーター（買い取り）（○ 直読式　○ パルス式）
〇 親メーター（貸与品）（〇 直読式　○ パルス式（パルス発信器は ○ 買い取り））

○

○

○

〇

○

○
○

○

○

○

○

○

○

○ 排水再利用　○ 浄化槽　○ 厨房除害

図示による。仕様等

設備方式

設備方式

配管材料

弁　類

○ 

ＪＩＳ又はＪＶ（○ ５Ｋ　○ １０Ｋ（図示部分））

厨
房
機
器
設
備

ガ
ス
設
備

排
水
処
理
設
備

雨
水
利
用
設
備

校
庭
散
水
設
備

○

○ 試験 標準仕様書第2編2.9.5による試験を行う。

保　温○ ○ 標準仕様書第2編3.1.4による保温を行う。

建築設備定期検査業務基準書平成２０年版（（一財）日本建築設備・昇降機センター）の

〇 都市ガス（供給者名：東京ガス　　発熱量　　45　ＭＪ/ｍ　　　　　　　　　　（Ｎ））３

○

○

引込負担金等

電気防食

○○

○

緊急遮断弁

○ 要（○ 別途工事　○ 本工事）　○ 不要

○ 要　○ 不要

● 騒音の測定　　● ドレン管通水試験
● 各配管の耐圧試験は、標準仕様書第2編第9節2.9.2による。

○ 保　温 仕様は標準仕様書第２編３.１.５（給湯管）とする。

○ 試　験 ○ 水量調整　　○ 水圧試験（標準仕様書第2編2.9.3（a）による）

３３．９℃

２．０℃

５５．７％

３２．５％

○
●

撤
去
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ろ材の種類○

○ ○鋼板製　　○樹脂製　　○ステンレス製

撤去内容

廃棄物処分

● 図示による。

● 本工事
○ 建築工事
○ 電気設備工事

●

●

ろ過タンクの材質

○砂ろ材　　○セラミックろ材　　○珪藻土　　○カートリッジ
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ル
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過
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備

台所流し等の床上露出部分の配管は、ビニル管でもよい。
洋風便器、小便器、洗面器及び掃除用流しとの接続管は、ビニル管とする。

「公共建築工事特則仕様書(機械設備工事編)(令和２年７月版)」(まちづくり局施設整備部)

「公共建築工事標準仕様書(機械設備工事編)(平成３１年版)」(国土交通省大臣官房官庁営繕部監修) (以下「標準仕様書」という。)

「公共建築改修工事標準仕様書(機械設備工事編)(平成３１年版)」(国土交通省大臣官房官庁営繕部監修) (以下「改修標準仕様書」という。)

「公共建築設備工事標準図(機械設備工事編)(平成３１年版)」(国土交通省大臣官房官庁営繕部監修) (以下「標準図」という。)

施設名：多摩病院

○　冷  暖  房 設  備
●　空 気 調 和 設 備

●　消　 火 　設 　備
　○有　　○無

川村技術士事務所　株式会社

1級建築士　国土交通大臣登録　　第142008号　　佐藤　進一

建築設備士　国土交通大臣登録　第14C1-075MY号　川村　仁 発注図

工事名称

多摩病院緩和ケア推進事業に伴う改修工事

図面名

特記仕様書

日付

2021.9

縮尺

N.S

Ｎｏ.

（１）空調設備

ナースステーションに設置の天井内隠蔽のファンコイルの移設を行う。

その他、スイッチ類は、既存再利用とする。

各改修エリアの既存のスプリンクラー設備のヘッド付帯配管の新設を行う。

（３）消火設備

（２）衛生設備

多目的室の内装改修に伴う、衛生器具設備及び付帯配管設備の撤去・新設を行う。

多摩病院 鉄骨・鉄筋コンクリート造 地上６階建（地下３階　塔屋　１階） 35,620.15㎡ 6項 作業エリア

・３階

●  衛 生 器 具 設 備

○ 一般の施設

○

●
　
空
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和
設
備
　
　
　
○
　
冷
暖
房
設
備

●

〇

●

●

●

●

　　　　　　　　雑排水管　　●耐火ＶＰ　　　　　　　　　　　　○

●耐熱ＶＰ

●

●

（３）スプリンクラー   ●フレキ配管ヘッド共

●

● ● 低圧ダクト（○ コーナーボルト工法（長辺の長さが１５００ｍｍ以下の部分）

●

● その他 電気温水器２０Ｌ床置型、ミニキッチン等

● 事前調査　● 本工事　○ 別途
　調査項目　● 既存資料調査　○ 

● 特定の施設

●

M-02

多摩病院　緩和ケア推進事業に伴う改修工事設計図

学校法人　聖マリアンナ医科大学



工事名称 日付 Ｎｏ.

川村技術士事務所　株式会社

1級建築士　国土交通大臣登録　　第142008号　　佐藤　進一
図面名 縮尺

建築設備士　国土交通大臣登録　第14C1-075MY号　川村　仁 1/50

光庭
光庭

ＰＳ

  ＤＳ

光庭

3階　4床室平面図

2021.9

発注図

多摩病院緩和ケア推進事業に伴う改修工事
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４床室 ４床室

50

25
25 25

25

32

25

25

25

32

25 25

50

既存、スプリンクラー配管 既存、スプリンクラー配管

スプリンクラー設備

既存再利用

小区画ヘッド2.6m以下×10個

空調設備

既存再利用

ファンコイルユニット×２台

スイッチ

FCU FCU

Ｒ Ｒ

学校法人　聖マリアンナ医科大学



1級建築士　国土交通大臣登録　　第142008号　　佐藤　進一
図面名 縮尺

建築設備士　国土交通大臣登録　第14C1-075MY号　川村　仁 3階ナースステーション平面図 1/100

工事名称 日付 Ｎｏ.

川村技術士事務所　株式会社
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補助散水栓 ＥＰＳ

多摩病院緩和ケア推進事業に伴う改修工事 2021.9

新設

発注図
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新設

25

25

撤去

再取付

FCK-6WA

FCK-6WASA200φ
配管共

スプリンクラー設備

ヘッド×１ヶ所

付帯配管共

空調設備

再利用 FCK-6WA×1台

付帯配管・ダクト共

M-04

既 存 、 配 管 系 統 迄

移設 FCK-6WA×1台

付帯配管・ダクト共

学校法人　聖マリアンナ医科大学

FCK-6WA

既存



衛生器具設備

撤去 洗面器、水栓類共

新設

※付帯配管の撤去・新設は、局内調整の上、実施の事。

ミニキッチン;ﾘﾝﾅｲILO同等品

IHコンロ

電気温水器20L;ｲﾄﾐｯｸ製ESD20CX同等

1級建築士　国土交通大臣登録　　第142008号　　佐藤　進一
図面名 縮尺

建築設備士　国土交通大臣登録　第14C1-075MY号　川村　仁 1/100

工事名称 日付 Ｎｏ.

川村技術士事務所　株式会社 多摩病院緩和ケア推進事業に伴う改修工事 2021.9

発注図

PS

DS

TEL

TEL

多目的室

廊下（1）

再利用

3階　家族控室平面図
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スプリンクラー設備

再利用 既存再利用　一式

空気調和設備

FCU

Ｒ

便所

40 IHｺﾝﾛ

蹴上り
畳敷き

施錠閉鎖

パントリー

手洗器撤去

(設備工事)
キッチン

40A，20A，65A

40A 給水

20A 給湯

65A 排水

巾木更新共

25

32

25

25
既存スプリンクラー配管迄

FCK×1台

(設備工事)

FL+55mm

(建築工事)
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